
クラスで取り組んでいること

こうさぎ３組 クラスだより ６月 2023年 6月30日

ひかりの子幼稚園

今月の歌

今月の賛美歌

今月の聖句

「探しなさい。
そうすれば、見つかる。」

（マタイ7:7～12）

＊着替えを自分で行おうとする

＊水分補給をする
（外遊びや活動の前後に

お茶を飲むように声を掛けています）

♫ はをみがきましょう

１．はをみがきましょう シュッシュッシュッ
ブラシのたいそう おいちに おいちに
じょうぶなはになれ シュッシュッシュッ

２．はをみがきましょう シュッシュッシュッ
ころころうがいも ほらねほらね
まっしろいはになれ シュッシュッシュッ

♫ ことりたちは

１．ことりたちは ちいさくても
おまもりなさる かみさま

２．うたのこえは ちいさくても
よろびなさる かみさま

先日はお忙しい中、個人懇談にお時間を割いてくださった皆さま、ありがとうございました！
普段、中々ゆっくりとお話しさせて頂く機会がない方も、懇談を通して少しでも安心につながって
おりましたら幸いです。またフリー参観も楽しみにして頂ければと思います。
６月になり、園生活にも慣れてきたことで友達関係も少しずつ広がっています！朝、お友達が登園
してくると「せんせい！だれかきたよー！」と私よりも先に気付いて、慌てて知らせに来てくれる
子ども達。困っているお友達を見つけて教えてくれたり、声をかけたり。お着替えが必要な子には、
「せんせい、はい！」とお友達の着替えを持って来てくれる姿もありました。産まれてからこれま
で、おうちの人や周りの人からたくさんの愛情を受けて育ってきた子ども達。今度は自分達が誰か
の役に立つことの喜びに気付きつつあるのだな、と微笑ましく思っています(^ ^)本当に、小さな先
生（子ども達）に助けられている日々です！（笑）
自由活動の中ではお友達とイメージを共有し、大人では到底考え付かないようなクリエイティブな
遊びが日々展開されています。お友達の遊び方に影響を受け、真似して作ることができると、とて
も嬉しそうに見せに来てくれ、子ども達の柔軟な発想に、日々感銘を受けています。
集いや給食の席でも、子ども達のお友達への好きという思いが溢れています。歌を歌う時間には、
隣のお友達に手を差し出し、（手、繋ごう？）とアイメッセージを送り合う姿が。時には楽しくな
り過ぎて、戯れ合いが暴走することも。（笑）加減をするということはまだまだ難しいのがこうさ
ぎさん。お友達の気持ちに気付けるように声をかけることもしばしばです。嫌な気持ちになること
がいいこととは言えませんが、こうした経験を積み重ねていくことで、相手の気持ちに気付くこと、
寄り添うことを学ぶことができると思います。この１年間の中で沢山の経験を共に重ねていけるこ
とをとてもうれしく思っています。楽しいことばかりではなく、時には悲しくなることもあると思
います。担任には伝えきれない思いもあることと思います。ぜひ、お家でもお話を聞いていただけ
れば嬉しいです。

きゅうり de クッキング

５月から育ててきたきゅうりがついに収穫の時期を迎えました。その日の水やり当番の子ども
達にハサミでチョキンと切ってもらい、集いの際に、順に回して触れてもらいました。品種改
良されたイガイガの少ない品種のきゅうりで、子ども達からは「ツルツルしてるー」などの声
がありました。「どうやって食べる？」と尋ねると、「マヨネーズ！」「ケチャップ！」
「しょうゆ！」「なにもつけない！」などの意見が出たので、「それじゃあ全部用意しておく
ね！」ということになりました。後日、「何をつけて食べるんだったっけ？」と確認すると、
３つともちゃんと覚えていて驚きました！おうちに帰ってからも、寝言で言っていたというお
話も聞き、みんな相当楽しみにしていたことが伝わってきました(^ ^)
クッキングでは、一人ずつ順番に包丁で切りました。お友達が切っている様子を、みんな真
剣に見ていましたよ！切ったきゅうりは給食の時間にいただきました。３種類の味を全部付
けたい！という子も多く、いただきますをすると、みんな真っ先にきゅうりをパクリ！キラキ
ラした目で、おいしい！と言って、あっという間におかわりも売り切れました！野菜が苦手
な子も、嬉しそうに食べる姿があり、私自身、改めて食育の大切さを感じました。
またすぐに第二弾のきゅうり、そしてピーマンも収穫できそうなので、またみんなで相談
してクッキングをしたいと考えています♪

和太鼓体験
むつみ会さん主催の和楽器ショー
で太鼓の迫力に圧倒された子ども達。
翌日実際に叩く経験ができました！
もう一回やりたい！という声もあり、
太鼓の魅力に惹きつけられる子ども
達でした♫

ダンゴムシ
登園時や外遊びへ出た際に、ダン
ゴムシを見つけることがブームの
子ども達。見つけたダンゴムシは
お部屋の虫かごへ。時々霧吹きで
湿らせてくれているのですが、ど
うしてもすぐに干からびて死んで
しまい、どうすればいいかな？と
尋ねると、「シュッシュしたら元
気になると思う！」と真剣に考え
る姿があります。
それでも生き返らないダンゴムシ
達をみんなで優しく土に返してあ
げました。(..)


